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喫緊の課題である建築物の省エネルギー化を達成するためには、建築物を設計した時点

でエネルギー消費量を評価し、より適切な設計に誘導することが重要です。しかし、業務

用建築物（住宅以外の建築物）については、建築物全体のエネルギー消費量を統一的な考

えで評価する手法がなく、このような設計時点での評価は殆ど行われていません。 

このような背景から、国立研究開発法人建築研究所では、業務用建築物のエネルギー消

費性能を評価するための手法の開発を継続して行っています。特に、エネルギーの使用の

合理化等に関する法律（省エネ法）に基づく建築物の省エネルギー基準では、設計時点で

のエネルギー消費性能評価を求めているため、この基準の適合性判定に用いることを念頭

においた、信頼性があり透明性のある評価方法の開発を行ってきました。 

この開発の実施にあたっては、国土交通省建築基準整備促進事業の関連課題を担当して

いる事業主体と共同研究を行って検討を行いました。具体的には、業務用建築物のエネル

ギー消費性能評価法の枠組みの検討については、国土交通省建築基準整備促進事業の調査

事項「22 業務用建築物の省エネルギー基準に関する検討(平成 21〜22 年度)」を実施した

事業主体(東京電機大学、東京大学、岡山理科大学、千葉大学、東京理科大学、空気調和衛

生工学会[平成 21 年度のみ])との共同研究により、業務用建築物の空調・給湯システムの

制御に関する評価方法の検討については、国土交通省建築基準整備促進事業の調査事項「36

空調システム等の最適制御による省エネルギー効果に関する実証的評価(平成 23〜24 年

度)」を実施した事業主体(高砂熱学工業株式会社、新菱冷熱工業株式会社、三機工業株式

会社、ダイダン株式会社)との共同研究により実施しました。 

この度公表をした建築研究資料 No176 は「22 業務用建築物の省エネルギー基準に関する

検討(平成 21〜22 年度)」の検討成果を、建築研究資料 No177 は「36 空調システム等の最

適制御による省エネルギー効果に関する実証的評価(平成 23〜24 年度)」の検討成果をと

りまとめたものです。本資料では、平成 25 年に改正された業務用建築物の省エネルギー基

準の背景にある基礎的な情報や根拠を詳細に記しています。本資料が、建築物の省エネル

ギー基準の技術的な背景をよりよく理解するうえで、また、省エネルギーな建築物を設計

するうえで役立てられることを期待しています。 

 

建築研究資料 No.176「業務用建築物のエネルギー消費量評価手法に関する基礎的調

査」、及び、No.177「業務用空調・給湯システムの制御による省エネルギー効果の実

証的評価」の公表について 
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 国立研究開発法人建築研究所 

  http://www.kenken.go.jp/japanese/contents/publications/data/176/index.html 

  http://www.kenken.go.jp/japanese/contents/publications/data/177/index.html 
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